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スマートメーターデータを活用した
配電系統運用高度化の可能性

-電圧管理・可視化等の視点から-





今後の電圧管理の課題と対策
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太陽光発電からの逆潮流による
電圧上昇・上限逸脱

電気自動車の一斉充電による
設備の容量超過、電圧降下・下限逸脱

 太陽光発電や電気自動車の導入拡大に伴い、配電線の電圧を適正範囲に維持することの困
難化や設備の容量超過の問題が発生

 その対策は、設備の増容量（変圧器大容量化、配電線太線化）、電圧調整機器（LRT、SVR）
の制御の高度化、ディマンドリスポンス、太陽光発電のパワーコンディショナの高度化（電圧に
応じて有効電力・無効電力の出力の制御等）などが考えられる。

 その効果を定量的に把握し、費用対効果に基づいて対策の優先順位や組み合わせ等を決定
するには、シミュレーションによる検証が有効。

















スマートメーターデータ活用によるより高度な配電系統運用の可能性
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 現状、配電系統の運用において取得・利用されているデータは、配電用変電所で計測されて
いる配電フィーダー毎の電圧・電流・力率であり、時間粒度は30分（60分の場合もあり）。現在、
自動開閉器のIT化が進んでおり、電流・電圧・力率を数～10分粒度で計測する方向にある。

 スマートメーターのデータ活用については、需要家の30分毎の負荷（有効電力）の把握による
柱上変圧器の適切な容量選定等への活用に向けてシステムの構築中。

 一方、配電系統の情報と、負荷や需要家リソースの消費・発電電力量等の情報が与えられれ
ば、配電系統の電気現象を詳細にシミュレーションすることが可能であり、本資料で紹介した
通り、配電系統の電圧や電力損失の時空間分布を定量的に把握可能。

 しかしながら、負荷や需要家リソースに関するデータは、当面配電フィーダー全体やその区間
毎の計測値しかなく、専ら推定や限られた実証データに基づく想定に依存している。

 各需要家に設置されているスマートメーターは、電流と電圧を細かく計測し、演算によって有
効電力・無効電力が算出可能になっているが、Aルートを通じてMDMSに送られているのは有
効電力の30分間積算値だけ。

 今後、太陽光発電（PV）、電気自動車（EV）の導入拡大を踏まえ、電気の流れの双方向化や
変動の拡大が想定され、電圧の適切な管理や、設備の利用尤度確保が困難になっていく。そ
こで、スマートメーターから有効電力に加え、電圧、無効電力が提供されれば、精度の高いシ
ミュレーション評価が可能となり、配電系統運用の高度化が図られる。その効果は、配電系統
における電圧管理の適正化・設備尤度確保によるPVやEVの接続可能量の増加である。

 PV出力の変動や電圧調整機器の動作は分オーダー、EVの急速充電が15分程度などから、
データ粒度は30分→15分→5分のレンジでは細かいほど効果は大きいと思料。

 留意点として、配電系統運用の計画や効果の検証への適用では、データが即時に提供され
る必要はない。


